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プロジェクト理念プロジェクト理念
今日効率性と利便性が過度に重視されるなかで、「食」への量的・質的な不安、環境の劣化、地域活力の低下、地域固有の文化・
生活様式の喪失等 と々いった特有の問題が引き起こされている。たとえば、化学物質の過度な利用によってもたらされる、農産・
畜産・水産を含む生産・生活環境のあらゆる面における「

い の ち

生命と環境」の危機が指摘されて久しいが、これなどはその端的な事
例である。こうした問題や危機を克服するためには、「食」を「文化」形成の要としての「生命と環境」という観点から包括的に
捉える農学が中心となって、学内外の関連領域と連携しつつ分野横断型融合研究を推進することが不可欠である。

農学は従前から「食料」「健康」「環境」を教育研究のキーワードに掲げてきたが、今日これら農産・畜産・水産を集約して、「食」
をめぐる「新たな生命(vita nova)と環境」の研究を構築することが求められているのである。このプロジェクトを「新生食産業」
と称する所以はここにある。「食」が「生命と環境」に繋がることは見やすい道理であるが、その「生命と環境」の置かれている
現在的な状況を考える上で、農を中心とする食品産業の現状を分析しその課題の解決を図ることはきわめて重要であり、これは
農学に課せられた不可避の使命である。もちろん、これは日本のみならず世界のどの国々にとっても喫緊の課題となっている。

東北大学はこれまでの成果を踏まえ、新たな課題解決に取り組む上で全学の知を結集し、関係機関との連携を通じてその成果
を社会に実現していく。まずは東北地方固有の課題解決に取り組むが、そこで得られた成果は必然的に世界の農畜水産・食品
産業にも展開可能なものであり、それらを広く世界に発信することによって日本および世界における自然共生社会の実現と健康
寿命の延伸に貢献する。その具体的な方法は次の3点に要約される。

(1) 化学物質の利用に過度に依存せず、生物が本来的に有している免疫機能の活性化によって安全かつ安心な食料を効率的
に生産できる要素技術(農免疫)と、生物多様性を活かした生産性の向上に寄与し得る要素技術を開発し、健康長寿社会
の実現に貢献する。

(2) 東北地方の農林水産物を原料に、精緻なものづくりの力を基盤に、効率的で高品質・高機能・高生産性を併せ持った生物
生産・食品加工技術を開発する。

(3) 開発された要素技術の社会実装、普及にあたっては、地域の農林水産業・食品産業・地域文化の振興を図り、生産・流通・
販売体系の構築とそれを着実に推進する人材の育成を現実化する。
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プロジェクト概要プロジェクト概要
社会的課題

解決の方法

東北大学の強み

プロジェクトの効果

組織体制

日本の農林水産・食品産業は農業従事者が高齢化し、総人口減少により国内マーケットが縮
小するなかで産業として弱体化し、食料の安定供給に危機を迎えている。成長産業に転換す
るためには、日本の精緻なものづくり力を活かした高品質・高機能化によって世界市場と高齢
者市場を開拓する必要がある。また、国土・自然・文化を形成する役割をもつ農林水産業は、
自然共生社会の構築を担っていく必要もある。

本プロジェクトでは、高いQOLと持続可能社会を実現することを目指し、品質や健康機能強
化などの差 別化戦略による国際競争力の強化と、国土や自然・文化を育む豊かな環境づくり
に重点を置いてプロジェクトを遂行する。具体的には社会課題の分析に基づいて、多様な生
物を混合で生産する管理システムを開発する1) 生産管理技術開発、生物本来の機能を活か
して高機能な生物を生産する2) 農産物開発、食品製造企業と連携して食品研究開発を行う
3) 食品加工・商品化により技術開発と社会実装を推進する。

東北大学農学研究科は国内有数の農学研究拠点であり、日本最大の実験農場を持っている。
また、農学研究科には複合生態フィールド教育研究センターや生物多様性応用科学センター、
食と農免疫国際教育センター、食品の産学連携研究開発拠点があり、すでに豊富な研究シー
ズが揃い、産学連携、海外連携などの体制も整っている。

本プロジェクトの効果は、モデルケースとして東北地域の農林水産・食品産業の世界進出と
成長産業化を実現するとともに、観光を含めた関連産業との連携や健康増進によって地域を
活性化し、環境保全を通じて自然共生社会を形成する。

東北大学農学研究科の次世代農・食産業研究開発戦略統括部門がマネジメントを行い、生物
多様性応用科学センター、食と農免疫国際教育センター、食品の産学連携研究開発拠点が中
心となって研究開発を行う。また、学内の様々な部局のほか、TLOや産業体、農業法人、自治
体、海外拠点と連携し、研究開発と社会実装を推進する。
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日本の農林水産・食品産業の課題日本の農林水産・食品産業の課題

減少・高齢化する農業従事者 縮小する国内マーケット
参照|農林水産省『2015年農林業センサス結果の概要』2015年

年齢別農業従事者の推移 『食』産業の付加価値の推移

60-70歳代
が多い 2005年

2010年

2015年

50

15-29 35-39 45-49 55-59 65-69 75-79 85以上

40
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10

若い層の
不足

（万人）

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

80

60

40

20

（兆円）

国産農水産物
輸入農水産物輸入農水産物

食品製造業
加工輸入品
外食産業

食品流通業

（年齢）

農業従事者が高齢化する一方で、若い層は増えない
食糧供給の安定性の確保が難しくなっている

人口減少や少子高齢化のなか、国内マーケットが縮小
農林水産・食品産業が弱体化

参照|農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」（各年）

このままでは産業として生き残れない
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成長産業に転換するために成長産業に転換するために

精緻なものづくり力を武器に競争力ある産業に

世界的ブランドの構築 高齢者マーケットの創造
日本の精緻な技術・管理力を活かし、信頼度の高い世界的なブ
ランドとして販路を開拓
商品を高品質で高価、高利益率に

人々の健康増進に貢献する高い機能性を備えた安全・安心な
商品を開発・供給



66

農林水産業は自然共生社会の構築に不可欠

農林水産業の環境への役割農林水産業の環境への役割

生物多様性

水源保持
土砂崩れ防止

文化・安らぎ

海域環境保全

景観保護

貯水機能

水質浄化

生物多様性の維持や自然共生、
豊かな文化の形成には、
持続性ある農林水産業の確立が必須。

耕作放棄や過剰なエネルギー投入、
農薬・抗菌剤利用は環境に大きな
負荷を与える。

国土・自然・文化を形成する農林水産業
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二つの観点から心豊かで持続可能な社会を構築

プロジェクトの目標プロジェクトの目標

差別化戦略による
国際競争力強化

精緻なものづくりの力で付加価値を
向上し、海外製品と差別化

マーケティングを強化し世界に進出

機能向上による健康寿命の延伸

安全・安心で安定的な食料供給を実現

豊かな環境作り
農林水産業を海や山、里を育む
環境産業と捉えなおす

低環境負荷な技術で国土保全を実現

景観や文化を保全し、観光資源と
しても活用
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実現に向けたアプローチ実現に向けたアプローチ

東北を舞台に3つのアプローチで開発と実装を推進

技術・モデル開発

社会課題分析・社会実装の推進

食料生産・
資源管理技術開発 農産物開発 食品加工・商品化
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食料生産・資源管理技術開発食料生産・資源管理技術開発

管理技術を革新し、技術の普及を目指す

低(無)農薬のため
環境にやさしく、付加価値が高い。

病虫害・気象害に強く、高収量。

省力化と精緻な生産管理に向け、
ドローンや人工知能を活用する。

廃棄物処理技術などの循環型農業の構築。
効率的で安定的な農業生産

多様な生物を科学的知見に基づき
マテリアル変換する生産管理システムの開発

分析技術

生産技術

生物多様性応用科学センター生物多様性応用科学センター

モニタリング技術
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農産物開発農産物開発

免疫機能を高める技術の開発と普及を目指す

病気に強い 健康機能性

高付加価値な農産物高付加価値な農産物

生物本来の機能を活かし、
病気に強く・なりにくく
人の健康に寄与する農産物を生産

低農薬・低抗生物質で環境にやさしい。

競争力ある農産物を開発する。
安心・安全・高品質な食品
健康長寿に貢献する機能成分

作物・生物の病気を抑え、コスト削減。

＝
＝

食と農免疫国際教育研究センター食と農免疫国際教育研究センター
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食品加工・商品化食品加工・商品化

地域企業のニーズと大学の技術・設備を掛
け合わせ、低コストで商品開発する。

精緻な技術により世界水準の新たな機能性
や美味しさを実現。

国際市場に適合する安全性と標準化を確立。

知財やマーケティング等のソフト面の
サポートも行い、技術を社会実装する。

世界市場をターゲットに高付加価値商品を開発

東北の食品製造企業と連携する
食品研究開発プラットフォームを構築

食品の産学連携研究開発拠点食品の産学連携研究開発拠点

加工技術開発・マーケティング

高付加価値食品の販売

食品企業 東北大学
TLO(産業界・経済界)

ニーズ シーズ
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震災を契機に食と農の
持続と成長を再検討

冷害を克服した「もの
言わぬ農民」気質と水
田農業固有の文化・
暮らしを形成してきた
東北からの挑戦

震災を契機に食と農の
持続と成長を再検討

冷害を克服した「もの
言わぬ農民」気質と水
田農業固有の文化・
暮らしを形成してきた
東北からの挑戦

3つのアプローチの統合3つのアプローチの統合

東北をベースに社会全体を豊かにしていく

食料生産・
資源管理技術開発

農産物開発

食品加工・商品化

健康で豊かな社会の構築
安全・安心の向上
健康増進
機能や味の向上

高品質商品による
国際競争力強化

豊かな環境の構築

商品、技術
を世界へ 誇りある地域の創生

国土・景観・文化保全
地域産業活性化

心豊かな社会東北の
課題抽出

地域の環境保全

食の安全・
健康増進

地域・産業の成長

東北を舞台にした
研究開発・実証・実装

農業
法人

関連
企業

食品
メーカー

自治体

JA
など
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東北大の強み東北大の強み

充実した研究環境と豊富な実績

世界最高水準の技術力を持つ東北大と
地域産業界が連携
国際競争力ある食品を開発

多様な生物・遺伝子群を高度利用する
生物生産技術の開発拠点
実規模生産試験と産業界との連携による
実用化推進

農免疫機構に関する研究と教育を展開
海外や産学など、連携・交流を推進

生物多様性
応用科学センター

食と農免疫
国際教育研究センター

食品の
産学連携研究開発拠点

宮城県食品
産業協議会
東経連
ビジネスセンター

×

学産

民間企業
農業生産法人
自治体

×

学産官

歴史ある国内農学研究の拠点
複合生態フィールド教育研究センターによる日本最大の実験農場の運営と活用東北大学農学研究科

（設立2016年6月） （設立2015年4月） （設立2014年3月）
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プロジェクトの効果プロジェクトの効果

地域活性化と
健康で豊かな社会の構築

東北から世界へ、豊かな未来社会を構築

農林水産・食品産業の
世界進出と成長産業化

豊かな環境の構築と
文化・景観保全
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組織体制組織体制

生物多様性応用科学センター生物多様性応用科学センター

生産技術開発の推進

食品の産学連携研究開発拠点食品の産学連携研究開発拠点

食品加工技術開発・商品化の推進

全体のマネジメント・産官連携推進

食と農免疫国際教育センター食と農免疫国際教育センター

農産物開発の推進

農業法人TLO

宮城県農業法人協会
全農宮城
JAグループ
農業生産者　    等

株式会社
東北テクノアーチ

宮城県食品産業協議会

東経連ビジネスセンター

その他民間企業　  等

海外拠点
カルフォルニア大学
デービス校
テキサスA&M大学
ワーゲニンゲン大学 等

研究機関
山形大学・岩手大学

東北農業研究センター

東北地域農林水産・食品
ハイテク研究会　等

産業体 行政
宮城県・仙台市・大崎市・
東松島市などの自治体
東北農政局
東北経済産業局　等

（技術移転機関）

東北大学農学研究科
（研究開発戦略統括部門）
東北大学農学研究科
（研究開発戦略統括部門）

戦略会議戦略会議
研究科内部委員

研究科外部委員 東経連ビジネスセンター、地域イノベーション研究セン
ター、未来科学技術共同研究センター、産学連携機構 等

研究科長、戦略統括室長、研究企画室長、将来計画室長

学内部局学内部局
経済学研究科
地域イノベーション研究
センター
未来科学技術共同研究
センター
工学研究科
薬学研究科
歯学研究科
医学系研究科　等

東北大学東北大学
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今後のマイルストーン今後のマイルストーン

食料生産・
資源管理
技術開発

食料生産・
資源管理
技術開発

農産物
開発
農産物
開発

食品加工
・商品化
食品加工
・商品化

生物多様性
活用技術の分析・
評価基盤の構築

生物多様性
活用技術の分析・
評価基盤の構築

農業生物の
免疫活性化機構の
研究体制構築
「知のフォーラム」
による国際連携
構築

農業生物の
免疫活性化機構の
研究体制構築
「知のフォーラム」
による国際連携
構築

基盤生産技術・
モニタリング
基礎技術の完成

基盤生産技術・
モニタリング
基礎技術の完成

モデル農業生物
の開発
食品の健康増進
成分の同定

モデル農業生物
の開発
食品の健康増進
成分の同定

生物多様性
応用技術と
多様性機能評価
の社会実装

生物多様性
応用技術と
多様性機能評価
の社会実装

開発農産物を
産業化
食品機能成分の
健康影響解明

開発農産物を
産業化
食品機能成分の
健康影響解明

安全・安心・
低コスト・
低環境負荷な
食糧生産資源
管理技術の普及

安全・安心・
低コスト・
低環境負荷な
食糧生産資源
管理技術の普及

健康増進食品の
国際ブランド化
高齢者マーケット
創造

健康増進食品の
国際ブランド化
高齢者マーケット
創造

高いQOLと
自然共生社会を実現した

豊かな東北
の構築
豊かな東北
の構築
豊かな東北
の構築
豊かな東北
の構築

2年後 5年後 10年後 20年後 30年後

国際競争力確立国際競争力確立

豊かな環境の構築豊かな環境の構築

産業拠点化
人材の集結
健康寿命の延伸

国土保全
観光等関連産業
への展開
地域文化との調和

試作開発
プラットフォームの
試作支援ソフト
パワーの整備完了

試作開発
プラットフォームの
試作支援ソフト
パワーの整備完了

試作開発
プラットフォームの
試作支援ハード
パワーの整備完了

試作開発
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